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研究成果の概要（和文）：　本研究では、小学校外国語教育において、発達障害などの特別な支援を必要とする
児童を中心とした多様な児童が参加できるカリキュラムや実践の在り方を検討・開発することを目的とした。学
級担任や専科教員の授業分析や調査を通して、児童が外国語を学ぶ際に認められるつまずきを分析した。分析の
結果、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと」、「書くこと」の４技能の他、母語に関連したつまずきや特
別な教育的配慮に関する「複合的要因」について、比較的多くの児童に共通して認められるつまずきから、個別
性の高いつまずきまで段階的に整理した。カリキュラム開発では、これらのつまずきポイントに対する指導スト
ラテジーを提案した。

研究成果の概要（英文）：　　　　The purpose of the current study was to examine and develop a 
curriculum and practice in which a variety of students, mainly students with developmental 
disabilities, can participate in foreign language education classes in elementary schools. Through 
class activity analysis and a survey of classroom teachers and specialized teachers, the researchers
 analyzed the stumbling points that students experience when learning a foreign language. As a 
result of the analysis, in addition to the four skills of "listening," "reading," "speaking," and "
writing," relatively "complex factors" related to stumbling and special educational considerations 
related to the mother tongue. From the stumbling blocks common to many students to the stumbling 
blocks that are highly individualized, we have organized them step by step. Curriculum development 
proposed a guidance strategy for these stumbling points.

研究分野：特別支援教育、音声言語病理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果として３点があげられる。１つ目は、４技能の他、母語に関連したつまずきや特別な教育的配慮
に関する「複合的要因」について、比較的多くの児童に共通して認められるつまずきから、個別性の高いつまず
きまで存在することを明らかにしたこと、２つ目は、これらのつまずきポイントに対する指導ストラテジーを提
案したこと、３つ目は、担任と専科教員とでは、外国語教育に対する自信の度合いが異なり、例えば「聞くこ
と」では、英語教育経験が長い専科教員ほど指導に自信があるが、「母語のつまずき」では、勤務年数が長い担
任ほど指導に自信があるという結果を得た。今後の担任と専科教員の連携の在り方についても示唆を与えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
国連「障害者の権利に関する条約」を批准した我が国では、インクルーシブ教育システムの構
築は大きな課題であるが、教科等における具体的な合理的配慮や指導ストラテジーの提案はあ
まりなされてきていない実態がある（国立特別支援教育総合研究所、2015）。 
小学校外国語活動は平成 23 年度に必修の領域として第５学年・第６学年に導入された。それ
までなかった外国語の指導には課題も多く、さらに現在、高学年での教科化、中学年への外国語
活動導入が検討中であり、小学校における外国語教育の指導力向上および環境整備は喫緊の課
題である。 
外国語教育は言語の習得を目指すだけでなく、文化や言語など多様性の理解・受容を扱うもの
であり、インクルーシブ教育の視点に通じるものである。「活動型」から入る小学校の外国語学
習は、学習困難のある児童にとっても参加しやすいものである一方、今後の教科化により、音声
だけでなく書字や文法に関する学習も導入されることが予想され、学習困難のある児童が苦手
意識を覚える恐れがある。そのため、多様な児童が参加できる学習・指導の在り方を検討するこ
とが重要課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、多様な児童が参加できる小学校外国語教育（活動）の在り方を、インクルー
シブ教育と外国語教育の専門家の連携により検討し、効果検証に基づいて、実践への知見を提供
することであった。 
本研究では導入から日が浅く、母語でない言語を指導する難しさが指摘されている状況に加
え、「高学年での教科化」や「導入学年の引き下げ」が検討され、小学校教員の指導力向上が喫
緊の課題となっている外国語教育（活動）を取り扱うが、より大きな視点では、本研究が特別支
援教育と各教科教育との連携研究推進の足がかりの役目を果たすこともねらいとした。 
 
３．研究の方法 
 現行学習指導要領に基づく外国語教育の実践および、教科化をにらんだ先進実践を行う研究
開発学校等の実践を分析し、特に学習に支援が必要な児童のつまずき箇所を明らかにする。その
ために、優れた実践の分析や外国語教育に携わる担任教員や専科教員へのインタビューや調査
を通して児童が感じると予想される困難点を踏まえたインクルーシブな「学習内容」「教材」「指
導ストラテジー」を開発した。 
まず、担任や専科教員から見た小学生の外国語科におけるつまずきの実態及び担任や専科教
員による「つまずき認知」の傾向を明らかにするために、広島県、島根県、鳥取県、愛媛県内の
公立小学校計 984 校に対し、通常の学級の 6 年生担任及び専科に対する質問紙による調査の実
施を、郵送により依頼した。その結果、260 校に勤務する担任及び専科計 305 名から回答を得
た。記入漏れや記入ミスが多数あった者を除き、有効回答者 295 名（担任 235 名、専科 60 名）
を分析対象とした。また、対象者の一部に対して更なる詳細な情報を入手するために、インタビ
ュー調査を行った。 
 
４．研究成果 
（１）児童のつまずきの実態に関する全般的な傾向 
 児童のつまずきの実態に関する全般的な傾向について、担任、専科を分けずに、指導者の領域
ごとのつまずき認知率の平均値を算出したところ、「書くこと」が 21.2%、「読むこと」が 14.8%、
「聞くこと」が 14.1%、「話すこと」が 12.4%、「複合的要因」が 6.6%であった。領域間のつまず
き認知率の有意差の有無を確認するために、クラスカル=ウォリス検定と Steel-Dwass 法による
多重比較を実施したところ、「複合的要因」が、他の領域よりも有意に認知率が低い（「話すこと」
は 5%水準、その他は 1%水準）ことが分かった。また、「書くこと」と「読むこと」の間に有意差
は認められなかったが、「書くこと」と「聞くこと」（p = 0.06）、「書くこと」と「話すこと」（p 
= 0.06）間には有意傾向が認められた。教科化に伴い、新たに設定された領域である「書くこと」
「読むこと」のうち、特に「書くこと」については児童のつまずきが目立つ傾向にあることが考
えられる。 
次に、担任、専科が認知した児童のつまずきの実態について、認知率が高い順にその概要を述
べる。担任、専科共につまずき認知率が高かった（「高 / 高」）項目数は 57 中 4（7.0%）、担任
または専科のいずれかのつまずき認知率が高く、もう一方が中程度であった（「高 / 中」または
「中 / 高」）項目数は 57 中 10（17.5%）、担任、専科共につまずき認知率が中程度であった（「中 
/ 中」）項目数は 57 中 12（21.1%）、担任または専科のいずれかのつまずき認知率が中程度で、
もう一方が低かった（「中 / 低」または「低 / 中」）項目数は 57 中 12（21.1%）、担任、専科共
につまずき認知率が低かった（「低 / 低」）項目数は 57 中 19（33.3%）であった。 
全般的な傾向としては、図 1 に示すとおり、担任、専科共につまずき認知率が低かった「低
頻度項目」が最も多く、全項目数のほぼ３割を占めていた。このカテゴリーに該当する項目は、
外国語教育に直接関係する４領域よりも複合的要因に関する項目が多くを占めており、母語で
のつまずきや人間関係の構築など、外国語科以外においても学習上・生活上の困難を示す児童の



つまずき認知率が低い傾向にあることが分かる。ただし、「聞くこと」についてはこのカテゴリ
ーの項目数の３割以上においてつまずき認知率が低い傾向にある。 
「中 / 中」及び、「中 / 低」または「低 / 中」となった項目は同数であった。「中 / 低」ま
たは「低/ 中」に関しては、「書くこと」以外の 4 領域にまたがって認められ、中でも「聞くこ
と」「話すこと」に該当項目数が比較的多く認められた。「中 / 中」に関しては、「聞くこと」以
外の領域に認められ、中でも「読むこと」と「話すこと」、「書くこと」に該当項目数が比較的多
く認められた。「高 / 中」または「中 / 高」となった項目は、外国語教育に直接関係する４領
域に認められ、中でも「聞くこと」「書くこと」に該当項目数が比較的多く認められた。 
最後に、担任、専科共につまずき認知率が高かった「高 / 高」の項目数は全般的に少なく、
「聞くこと」「書くこと」のみに認められた。ただし、「聞くこと」「書くこと」関しては、担任
または専科いずれかのつまずき認知率が高かった項目も含めると、「聞くこと」の項目の約４割、
「書くこと」の項目の７割弱に対するつまずき認知率が高かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 教員による領域ごとのつまずき認知率の分布 
 
（２）担任と専科による児童のつまずきの把握の差 
担任と専科とでは各領域における認知率に差があるのか、また、担任、専科それぞれが５つの
領域間で児童のつまずきの認知率に差があるのかについて検討するために、教員の属性（担任・
専科）及び領域（聞くこと・読むこと・話すこと・書くこと・複合的要因）を独立変数、認知率
を従属変数とし、クラスカル=ウォリス検定と Steel-Dwass 法による多重比較を実施した。その
結果、各領域において、教員の属性による認知率について有意差は認められなかった。なお、担
任と専科それぞれのつまずき認知率は表 1の通りである。 
 

表 1 担任と専科による児童のつまずき認知の差 

領域 担任（%） 専科（%） 

聞くこと 15.9       12.2 

読むこと 15.6 13.5 

話すこと 13.6 11.2 

書くこと 23.5 18.8 

複合的要因  6.5  7.1 

p < 0.5 *, p < 0.01** 
 
57 の項目ごとに、担任と専科間のつまずき認知の程度に差があるかを分析した結果、いずれ
の項目においても有意差はなかった。しかしながら、多くの項目において、学級担任のつまずき
認知率が数値的に高い傾向があり、領域ごとにまとめて平均値を比較してみると、表 1 のとお
り、複合的要因を除く４つの領域において担任のつまずき認知率が高かった。 
次に、各領域における担任と専科間の児童のつまずき認知率の差の有無について述べる。担任
の場合、つまずき認知率は、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと」、「複合的要因」
の順に高かったのに対し、専科の場合は「書くこと」、「読むこと」、「聞くこと」、「話すこと」、

** 
* 

* 
* 

** 



「複合的要因」の順に高く、「聞くこと」、「読むこと」のつまずき認知率の順に違いが認められ
た。先述の検定及び多重比較の結果、担任では、「複合的要因」と「書くこと」（χ2 = 3.79、 p 
< 0.01）、「聞くこと」（χ2 = 3.42、 p < 0.05）、「読むこと」（χ2 = 3.13、 p < 0.05）、「話す
こと」（χ2 = 3.40、 p < 0.05）間にそれぞれ有意差が認められた。次に、専科の場合、「書く
こと」と「複合的要因」間においては 1%水準の有意差が認められたが、他の領域間には有意差
は認められなかった。ただし、「読むこと」と「複合的要因」（χ2 = 2.89、 p < 0.1）及び「書
くこと」と「話すこと」（χ2 = 2.93、 p < 0.1）の間には有意傾向が認められた。 
このように、担任の場合、外国語教育に直接関わる４つの領域全てと「複合的要因」間のつま
ずき認知率に有意差が認められたが、専科の場合、「書くこと」と「複合的要因」のみに有意差
が認められた。この点については、担任と専科間の児童を見る視点や外国語科の指導力の違いが
考えられる。 
 
（３）担任と専科による児童のつまずきに対する指導上の自信 
英語学習における児童のつまずきチェック項目（57 項目）に対して、主因子法による探索的因
子分析を行った。当初５つのカテゴリーが想定されていたことを踏まえ、初回は５因子を仮定し、
１つの因子にのみ絶対値 ．50 以上の負荷を示し、複数因子への絶対値の差が ．20 以上である
ことを基準として分析後、項目選定を行った。該当しないものは 20 項目あったので、これらを
削除し、因子数の見直しを行い、固有値の推移と累積寄与率の値を踏まえて、４因子解が妥当で
あると判断した。再度同様の方法で因子分析を行い、37 項目 4 因子構造（つまずきチェックリ
スト第 1版）を得た。 
 第１因子は、「児童の発音に誤りがあった際、正しい発音モデルを示しても、その音を出すこ
とが難しい。」や「指導者が音声で既習の英文を示すと、音の認識はできるが、その文意をつか
むことが難しい。」など、音声認識に関する因子と解釈し、「リスニングでのつまずき」因子と命
名した。第２因子は、「母語である日本語であっても日本語の力が十分でなく友達との会話がう
まくいかない。」や「母語である日本語であっても、単語や文の聞き取り、意味理解が難しい。」
など、言語に関係なくつまずきを呈する因子と解釈し、「言語操作でのつまずき」因子と命名し
た。第３因子は、「大文字と小文字の形を区別して書くことが難しい。」や「形の似たアルファベ
ットを混同して書いてしまう。」など、書字に関する因子と解釈し、「書字キーワード：でのつま
ずき」因子と命名した。最後に、第４因子は、「友達と英語で話すことへの苦手意識が強く、な
かなか話せない。」や「英語を聞くことそのものに不安感・抵抗感がある。」など、苦手意識や不
安に関する因子と判断し、「否定的感情喚起」因子と命名した。 
 さらに、上記で得られた４因子のそれぞれ第 6位までの項目を合成し、その合成得点を従属変
数として、「勤務年数」と「英語教育経験年数」、「特別支援教育経験年数」、「担任・専科の区別」
の４つの独立変数を用いて、カテゴリカル回帰分析を行った。結果、リスニングに関する第１因
子及び書字に関する第３因子については、専科教員で、英語教育経験が長い教員ほど、指導・支
援に自信があるという結果を得た。一方、第 2因子の母語でのつまずきについては、担任で勤務
年数が長い教員ほど、指導・支援に自信があるという結果を得た。なお、第４因子については、
有意な回帰式を得られなかった。 
 
（４）考察と結語 
本研究の結果、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと」、「書くこと」の４技能の他、母語に関
連したつまずきや特別な教育的配慮に関する「複合的要因」について、比較的多くの児童に共通
して認められるつまずきから、個別性の高いつまずきまで、網羅的に把握することができた。ま
た、児童の多様なつまずきに対する学級担任と専科教員による認知率の差には統計的有意差は
ないものの、前述の４技能及び「複合的要因」の計５領域間における児童のつまずきの実態に対
する学級担任、専科教員それぞれの認知率において、学級担任の場合、これら４技能に対するつ
まずき認知率が「複合的要因」に対するものよりも有意に高かったのに対し、専科教員の場合は、
「書くこと」に対するつまずき認知率のみが「複合的要因」よりも有意に高かった。これらの結
果から、学級担任と専科教員では児童が示す困難に対する異なる着眼点や見取り方があること
が推測され、異なる専門性を持つ両者の視点を相補的に生かした支援の在り方を検討していく
ことの必要性が示唆された。 
 当初のチェック項目から複合的な因子と思われるつまずき項目が尺度化のプロセスの中でそ
ぎ落とされてしまった。４技能間の関連性及び不安や苦手意識など感情には，結びつきが強い項
目もあるため，児童のつまずきが見過ごされないように，さらなる項目の精選と再構成が望まれ
る。また，教員の属性（担任・専科）によってつまずき指導への自信の有無が異なることから，
つまずき指導がそれぞれの属性でどのように行われているのか，個別にインタビューで確認す
るなど，指導・支援体制を整えるためのさらなる研究の必要性が示唆された。 
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